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幼児のテレビ視聴に関する研究

第S部星 美智子

I 目的

子どものテレピ視聴については、すでにいくつかの調 でなく、実際の状況を観察記録したものに基づいて、子

査や研究があるが、その多くは小学校児蛍や幼稚図児を どものテレピ視聴の実態と、子どもえのテレピの影響を

対象とした調査である。本研究は、 2年保育に就関する 知ろうとすることが目的である。

前の幼児ー一一3才児を主たる対象とし、また、調査のみ

E 方

本研究は、観察記録によるものふ質問紙形式の調査

によるものとのこっからなっている。

1 観察記録による調査

(1) 対象および調査日時

対象は東京都M団地内の幼児グループ参加者である。

この集団は、当研究所で保育指導と母親教育をおこなっ

ている 1年間継続の3才児集団である。したがって、研

究者が子どもと母親を熟知しており、観察記録の方法を

詳細に指示できる対象である。

1966年 1月に予備調査をおこなってから、その後、各

年度とも、夏期と冬期2回づっ調査を施行した。うち 1

回は、逐年的傾向を検討するため、すでに卒業した年度

の子どもも対象とした。冬期は 2月下旬-3月上旬、変

期は 6月下旬-7月上旬〈各年度により多少ずれがあ

る〉で‘観察日は指定した土随・日限・月胞の連続した

第 1表観察対象
Table 1， The Number of Chi1dren observed 

グラス 変 期 冬 期

年 度 男 女 計 男 女 百十

'65 14 13 2ヲ①

'66 23 17 40① 16 18 34② 

'67 11 20、 31① 8 23 31② 

'68 19 13 32① 

'69 53 50 103 38 54 92 

①・・は調査回数 各国3目〈延人数=X3)

男

9 

7 

16 

法

3日間である。

各年度それぞれ35名内外であるが、記入に不備な点、

疑点のある資料を除外したものを対象とした〈第1表〉。

(2) 観察項目

子どもが3日問、どのようにテレピに接するか、視聴

の時閥、テレビ局名、テレビ番組名、チャ γネル権、一

緒にみた人、子どもの臨場反応、テレピ視聴の影認とみ

られる言動などを、観察記録する〈付録1、2参照〉。

(3) 手続き

本調査の 1週前に、 1日間予備調査をおこなう。記録

上の注意、記録用紙とも本調査とおなじものを用い、そ

の結果につき、母親会員と話しあいをする。記入上の誤

まり、閤難のある個所など調整して本調査にかかる。

調査日は土・日・月の連続3日間で、全員おなじ日であ

る。したがって、外出や来客などのため日常のテレビ視

聴とことなるばあいも、その自の状況をそのまま記入す

1年経過 2年経過 言干

女 百十 男 女 言十 '男 女 言十

5 14@ l 4 5③ 24 22 46 

12 7 19③ 51 42 93 

13 ぬ③ 26 56 82 

19 13 32 

18 34 13 11 24 120 133 253 
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ることとする。
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2. 質問紙による調査

第2表調査対象

Table 2. The NUllJ.ber of Children investigated 

男 女 計

3才 34 63 

4才 98 191 

5才 93 71 164 

6才 51 52 103 

計 276 245 521 

(1) 対象

東京都内SおよびM幼稚岡、横浜市内S幼稚園の闘児

を対象にして、母親に回答・記入を依額U:。対象を年

令別、男女別に示したものが第2表である。

(2) 予備調査

調査項目を作製し、当研究所に来所した乳幼児 (0才

'-7才〉各年令10名計70名に予備的に突施した。その結

果から項目を整備し、自由記述を参考にして新たに項目

に加えた方がよいものを追加した。
の聞からなり、 3)-5)は自由記述とした。今回は対象を

(3) 調査内容 3-6才の幼児にしぼったが、調査項目は O才児から小

調査は、 1)テレピへの関心や映像理解の発達を知るた 学校低学年までを対象に作成した(付録3)。

めの24項目、 2)時間や腿自の観念に関する 8項目、 3)母 (4) 調査時期

親が子どもにテレピを見せるのに配慮している番組内容 1967年 9月-10月に予備調査をおこない、 1968年2月

および視聴時間、 4)子どものテレピ視聴について、現在 本調査を施行した。

母演が感じているテレピの功罪、のその他一一以上五つ

E 結果および考察

1. 観察記録による分析

(1) テレピ視聴:lli:C平均視聴量の差の検討〉

記録用紙に記入された視聴番組を、当日の新聞のテレ

ピ番組案内と照合し、時間を確かめ、分単位の数字を記

入して強理する。これを記録用紙の印刷にしたがい、横

に集計すると、各テレピ局ごとの視聴鑑となり、各局の

総計を算出すればその日一日の視聴時間量が出る。この

テレピ視聴盤について、限目別、男女別、年令別、年度

別、季節別の検討をおこなった。

1)脇田による視聴量 当固まったく視聴しなかっ

たものを除いて、日曜、月縮、土躍の各限目別に平均視

聴量と標準偏差をみるとつぎのようになる。月曜と土胞

の 1日の視聴量の平均は約 136分であり、日曜は50分近
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日曜
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土畷

144分 87.50

151 135.88 

148 135.90 

く少なくなっている。差の検定の結果、月曜と土限では

有意差なく、日限と月限では、危険率0.1%で日曜の方

が視聴量が多いといえる。第3表は一目視聴盈を30分ご

とに区切って示したものである。月随と土問は差がない

ので、月間を平日としてとりあげた。日胞の方が平日よ

り視聴時聞のズレが少なし 2時間以内に85%が含まれ

第3表一日の視聴量別分布
Table 3. The Length of明ratching Hour 

(a day) 

日 陥 平 日

時分
8 〈5.3)% 〈07F。 l 

-0: 30 20 (13.2) 7 ( 4.6) 

.......1 :∞ 36 (23.7) 18 (11. 8) 

.......1 : 30 27 (17.8) 18 (11. 8) 

""""2 :∞ 21 (13.8) 19 (12.5) 

-2: 30 18 (11. 8) 24 (15.9) 

-3 :00 10 (β.6) 16 。0.5)
........3: 30 6 ( 3.8) 19 (12.め

戸 ....4:00 2 ( 1目 3) 10 ( 6.6) 

........4: 30 3 ( 2.0) 7 ( 4.6) 

-5:∞ l ( 0.7) 6 ( 3.8) 

-5: 30 。〈・〉 2 ( 1. 3) 

-6:∞ 。〈・〉 4 ( 2.6) 

-6: 30 。(・) 1 ( 0.7) 

I N=152 (1∞ 0) I N=152 (1∞の
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る。平日は2時間以内は60%で、 4時間半以上のものが

10%もいる。日胞が平日より視聴時聞が少ないのは、従

来の調査と逆の結果である(註 1)。 これは、日艇は幼

児番組の放映が少ないことと、家族そろっての外出や来

弘、
夏

N
引
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曲

目
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M 

143.74 

125.50 

6)兄・姉の影響 3才児のばあい、弟や妹の存在

客などのため、テレビ接触の時間が限られるからであろ はテレピ視聴にとくに影響を与えないと思われる。しか

う。 し、兄や姉のばあいは、チャンネノレ権や視聴番組など影

2)男女別 テレビ視聴i孟の男女の性別をみると、 響をうけるにちがいない。テレピ視聴泣ではどうである

日限、平日ともに、男子より女子の方が平均視聴盈がい か、兄、姉のいるものといないものにわけて(夏期のみ

くらか多くなっているが、検定の結果から有意の差とは の平日〉比べてみた。兄、姉のいるものの方が平均視聴

いえない。 設は多いが、これは有意の差になっていない。

N M SD 

日限 男 63 82.62 50.13 

女 81 91. 30 64.84 

平日 男 67 138.59 70.97 

女 84 141.61 89.10 

3)年令議 同じ日に調査した ('68一変〕対象につ

いて年令別に視聴盈の検討をしてみるとつぎのようにな

っている。

N SD M 

兄・姉のいるもの 33 146.82 82.22 

兄・姉のいないもの 65 121.62 78.41 

ω テレビ視聴泣(相互関係の有無の検討〉

1)知能と視聴ffiの相関 '66........'68の3年度にわた

るグループ員について、知能指数(鈴木ピネー検査施

行〉と、夏期l平日の一日視聴監との栂関をとった。その

結果は、

N=98 r=ー0.018 PFr=O.069 

となり、知能とテレビ視聴誌とは無関係であることがわ

かる。つまり、知能が高いからテレピ視聴孟が多い、あ

るいは少ないということはないといえる。

11.55 68.58 2)曜日ごとの相関 曜日によってテ"ビ視聴時間

の相互関係があるかをしらべるため、 1966年度グループ

5才 17 78.53 36.お と1967年度グループの変期、冬期の調査について、それ

日瞬、平日ともに年令が低いほど視聴盈が多い。しか ぞれの縮日ごとの相関をもとめた。 Nは130である。 5

弘、いずれも有窓の差となっていない。 -.7の相関は、この種のものとしては互いに相関が高い

4)年度による差 テレピ視聴f置の年代的推移をみ といえる。したがって、ある眼目にテレビを多くみるも

るため、 1966年、 1967年、 1968年の冬期調査〈平日の のは、他の随日にもテレピを多くみるといえる。

み〉をとりあげて比較してみる。この結果、年度ごとの 日間月限 r= +0. 520 PEr=O.043 

有意の遊はみられない。つまり、年ごとに視聴盈がふえ 日限土限 r= +0. 745 PEr=O. 104 

ていく、あるいは減っていくということはない。テレピ 月限:土限 r=+O.544 PEr=O.131 

設置後しばらくは、どの家庭も視聴量が多くなる傾向が 3)逐年的相関 テレピ視聴1置の多い少ないが、半

ある。したがって、年度によって変化がないことは、 年、あるいは l年、 2年と経過しても変動がないものか

1966年はすTにテレピ普及過程の時期をすぎて、安定期 どうかをみるために、半年間隔、 1年間隔、 2年間隔を

， f~入った後であるといえる。 おいて調査した結果の相関をもとめた。各土随と月限を

日限

N M SD 

3才 32 85.81 57.97 

4才 15 77.α3 33.72 

5才 17 75∞ 43.65 

3才 31 

4才 19 l∞.26 46.97 

N M SD 

'66 27 126.-68 57.30 

'67 34 178.24 95.48 

'68 30 -138.47 80.85 

5)夏期と4期の視聴品 夏期と冬期では、子ども

対象に平日の相関をみることとした。

N PEr r 

半年間隔 51 +0.516' O.O?9 

1年間隔 30 +0.187 ;0.1，19， 

2年間隔 36 ー0'，-051' ，0.，112 

，のあそびの種類や活動設がことなり、当然テレピ視聴に これによると、半年の相関はみられるが、 1年経過す

も影響してくると思われる。平日(月組〉について、夏 ると 2以下になり、 2年経過するとまったく相関はみら

主冬を比較すると、冬の方が夏より平均18分多く、危険 れな《なる。すなわち、 3-4才児のテレピ視聴量と、

率 0.2>P>O.1で4叩方が視聴孟が多いといえる。 その子の 5-6才時期のテレピ視聴盈とには、かなりの
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変動があるといえる。

(3) テレピ視聴時

つぎに、一日の生活時間のながれとして、テレピ視聴

の時間台による傾向をみてみる。調査用紙記入のテレピ

番組が何時台であるか、午前7時から30分ごとに区切っ

てその分布をしらべる。 30分に満たない番組のばあい

も、その時間台にみたものとした。

1) 各年度〈夏・冬〉を対象として、随日ごとに視聴

時間台の分布をみると第1図のようになる。まず、月限

と土隠は同じ傾向を示し、平田として同じに考えてよい

第 1図

と思われる。日曜と平日はかなり呉ったカーブを描き、

そのちがいを示している。平日は午前中に 8時と10時に

約40%と55%のニつの山がみられ、 11時台にまた30%の，

視聴がみられる。これに比較し、目隠は午前中はどの除

問も10%にみたない。昼ごろは12時から 2時にかけで、

平日より目l溜の方が多く視聴しでいる。夕方再び視聴す

る者が多くなるが、平日は5時半ごろから k昇するのbζ

比べ目隠は 6時からと30分おくれている。一日でもっと

も視聴率の高いのは、平日が7時台で:65%、日胞が7降

半台で76%である。ここでも日限は平日と30分ずれてい

る。

Fig 1. The Times when the Childn:;m watched T.V. 
2) 平日丹時間台分布を、変期と冬

期にわけて比較しでみたのが第2図で

ある。朝の?時台、 T時半台は、夏期!

の視聴率は冬期の倍以上になってい

る。そして8降半まで、冬の方が30分

おく札ながら更と同むような上昇カ出

プを描いている。日中から夕方にかゆ

てはl1[と冬の差はさしてみられない。

変は夕刻6時台が55%'、7時台52%で

ニつの山をっそっでいるが、冬は6除

台47%から 8時台64%'まで順次上昇し

てい〈。冬期の平均視聴量が夏期よゆ

も多いのは、この時間台図表をみると

明らかである。すなわち朝S時半から

10時半。〉あいだと夜6時半から8時ま

でに差、がでてい号。これは午前中は費

は戸外あそがなEで冬よりすレピ接鰍

80 

60 

40 

20 

第2図
Fig 2， 

601 
‘iApよ》h 

一一一-1'18'1，
-一一一日 8];
---.:t 91 

一一司ー冬期

一一・夏期
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が少なく、夕刻は冬期は暖房などの関

係で家放が居間に集合するため、テい

ピ接触がli[より多くな:;;のだと恩われる

るも

ω 視聴内容

-:>，IPに、テレピ視聴の内容を知るた

臥子Eもの視聴じた勢同ピ番組の臓

位づけをおとな勺た。

1)年令別 3才、 4才、 5才と

いっせいに関空できた1968年夏の平首

(月限〉の視聴番組上位のものをみる

と第4表のようになる。 3才児の 1位

である Fおかあさんと一緒」は~: 10除

台の番組であり、就周して，いる 4~る

才児でほ当然ながら視務者皆無であ

る。他は、いわゆる幼児番組である叩

ν封、甥童劇、幼児奉加番組に集中し



星 : 幼児のテレピ視聴に関する研究

第4衰

Table 4， Order of programs most watched by Children (by age) '68-6月

3 才 4 才 5 才 N=17 

順位 人数同 人数

l①おかあさんと一緒 14 ①魔法使いサリー II ①あしたこそ 8 

②魔法使いサリー 10 申アニマJレ i 6 ②魔法使いサリー 7 

③おはよう子どもジョウ 9 ③ひょっこりひょうたん島 5 @アユマル 1 6 

ø~メットさん 9 @ママと遊ぼうピYポYパy 5 @おはよう子どもショウ 5 

!⑤あっちゃん 9 ⑤おはよう子どもショウ 4 @コメットさん 3 

?⑥ママと遊ぼうピンポシパy 7 ⑤ヨメットさん 4 @ママと遊ぼうピンポンパン 3 

第5表
Tabe 5， Order of programs most watched by Children (by sex) '67-2月

男 N=16 

順位 人数

①悟空の大冒険 12 

主 ②木馬陸アワー II 

③ おそ松くん 6 

限 ④ おはなさん 5 

@ ユユース 5 

① マグマ大使 13 

月 ②木馬座アワー 12 

③ おかあさんと一緒

腿 @魔法使いサりー

@ ひょっこりひょうたん島

司てお明、とくに年令的な差はみられない。したがって、

律令官bな検討は噌好番組の検討でなく、同じ番組のうけ

よと唖方の分析が必要であるといえる。

'2)男女別 つぎに、男女別の番組内容をみてみ

る。男女人数の比較的同じであるグループ ('67-2月調

査のもの〉について、土限.用陥それぞれの視聴番組1順

位をみたものが第5表であるが、 3才児ですでに、男女

の好みの義があらわれている。男子の方がマ γ ガを好

むものが月、土日畠ともに 1位を占め、女子は月、土曜ど

ちらも人形劇が 1位である。おなじマ Y;;げでも、男子は

怪獣・冒険もの、女子は女の子が主人公のものと好みが

ちがっている。ーの傾向は、同時刻に対照的な番組が震

7 

6 

4 

女 N=19 

順位 人数

① 木馬鹿アワー 15 

② おかあさんと一緒 II 

③悟空の大冒険 9 

@ おはなさん 8 

@ おはよう子ども γ ョウ 7 

②木馬座アワー 19 

② おかあさんと一緒 13 

③ おはなはん II 

@魔法使いサ 9- 9 

@ おはよう子ども ~a ウ 8 

なったとき ('67-6月〉に、はっきり表われ、 男子は

「マグマ大使」が圧倒的に多く、女子は「魔法使いサP

-Jの方に傾いている。

3) 兄、姉のあるものとないものの番組順位をみる

と、兄・姉のある子は、マンガが l位となり、兄・姉の

ない子は幼児教育番組〈おかあさんと一緒〉が 1位とな

っている。これは、さきに年令別で検討した 5才児と 3

才児のちがいと同じ傾向である。したがって、兄・姉の

あるものは、 3才児より 5才児に近い番組をみていると

いえる。つまり、兄・姉の影響をうけてテレピ視聴して

いることが明らかである。

(的視聴状況

~2Q7宇
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1)番組選択権〈〆イアノレ・リーダー〉 3才児は、 対象資料の兄・姉は小学校低学年までが圧倒的に多

テレビ番組の選択権一一いわゆるチャ γネル権をどの程 しそれぞれ番組選択の争いはあっても、年令が近いの

度もっているのかをしらべてみる。一日の時間推移によ で興味の全くちがう番組ということはないらしい。なぜ

っても異るので、 1時間おきに区切って、誰がグイア なら、これは視隠態度の分析でも切らかであるが、兄・

ノレ・ y-ダーであったかを集計した。これは3才児が視 姉の選択した番組も，本人は熱中してみているからであ

聴した番組についてである。資料は'師、 '67、'舶の冬期 る。兄・姉も心得ており、番組選択のとき「サ"ーは可

調査の日随・月暇であるく第3図〉。これでみると明らか 愛いい女の子よJ、「すごい怪獣がでるよJなどと自分の

なように、平日と日曜では傾向がちがう。 3才児の〆イ みたいものの方へさそっている。

アノレ・りーグーは平日の方が多い。平日は夜81時以後は 2)視聴の相手 つぎにテレピ視聴を誰と一緒にみ

別として、他の大部分は自分の意志で番組選訳をしてい たかを時間台によってしらベた。①木人だけ、②父・母

る。また母のチャ γネノレ権と相半ばするのが、番組内容 〈父か母、あるいは両親〉、③兄・姉、@弟・妹、 ③そ

をみるとニュースショーの時間である。日曜は朝 91時台 の他の家族〈祖母など〉、⑥友人にわけてその比率をみ

と夕方の6時 7時台に3才児の番組選択がつよい。兄・ たのが第4図である。友人は平日だけにみられる。ま

姉は平日の通学・通図中の時聞をのぞいて多く、日隔は た、ひとりだけでみるのは平日に多く、日脇田は殆ど家

午前10時台と午後2時、それから夕方4時以後ずっと夜 族といっしょに視聴している。兄・姉が家庭にいるとき

までチャ γネル .~-!;tーがのびている。 は、いつも一緒に視聴しており、兄・姉の側からとりあ

第3図ダイアル・リ{ダー

Fig 3. Taking the lead in selecting the channels 
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是 : 幼児のテレビ視聴に関する研究

げれば3才児は視聴相手として 100%となる。弟・妹の って遊びながらなどのながら視聴は、熱中でない方に分

ばあいは、乳児をのぞけば、兄・姉と本人との関係のよ 類した。おなじ遊びでもテレビ番組内容にあわせての遊

うになっている。つまり、弟・妹は3才児のチャ γネル びは勿論積極的な視聴態度とした。 '67の6月平日一日

選択にしたがって一緒に視聴している。視聴相手が父母 の記録から、視聴上位番組について、視鯨態度の熱中度

のばあいは、日限と平日では相当ちがいがみられ、当然 をしめしたのが第6表である。これでみると視聴番組服

ながら日阪に多くなっている。 位と受け手の興味は比例していないことが明らである。

幻視聴態度 番組視聴持の態度や臨場反応は、熱 いわゆる「視聴率」でテレビ視聴を論ずることの無意味

心にみている、身体を一緒に動かしたり歌ったりする、 さを指摘できる。熱中してみている子がゼロであるよユ a

テレピに応答したり、母に質問したりする、感動を表現 ースが視聴率では 3~4位にラ γクされる(この視聴

する、などの反応と、あそびながらみている、食事しな は、テレビを消すとおこる、部分に反応してみている穫

がらみている、部分的にみにきたりするなどの反応に二 度を限度としている。したがって、テレビ放映中の部屋

分できる。すなわち、積極的な視聴とそれほどでもない に子どもがいるというだけのものは古まれない〉。また、

ものである。 3才児のばあいは、いわゆる「ながら視 チャソネル・りーダーが本人あるいは兄・姉のときは熱

聴」はできない。食事をしながらテレピをみるというよ 中度がたかく、父・母のばあいは消極的視聴態度にすぎ

うな注意配分は不可能で、どちらか一方になる。したが ないことも明らかである。

第6表視聴上位番組の熱中率
Table 6. Relations between the order of most watched programs and the children's eagerne田

to watch then '67-6 
積極的泌伎の比本

(%) 

J~~位 番組 ;Q 人数
子ャ::.-;干Jレ・ lJ-'1'冒 20 40 60 80 A'人克・

おかあさ九と 緒 14 79
0
/0 7

010 

2 掠 路 13 。。
3 力工)[..の員険 12 75 25 

4 ニュース 12 8 。
5 7リ、γ}¥O /1 73 18 

6 マグマ大4吏 10 70 30 

寸 まlまうイ更ぃサリ マ29 71 
おはよう子どtうョヴ b 66 1守

つぎに、子どもの具体的な視聴中の反応をみてみる。

'67-6月の3日間について調べてみるとつぎのようにな

る。 Iじっと熱中してみているJという反応はもっとも

多いが、これは記入していないものもあり、全体的反応

でもあるので除外し、外に表現される反応だけをとりあ

げた。したがって「笑う」も戸を出しているものだけで

ある。

一緒にうたう 30% 

一緒に動作する 8 

笑う 36 

「キャーッJIへーッ」など奇戸を出す 14 

「カ γ コイイJ rスゴイナー」など感動する14

「コワイJ I夢ユミル」など恐怖の表現 !o 

父@然記入

14% 00/0 

100 。国。。 83 

92 。。
q 。。。 ヲガ勿j。。。 100 

17 

「アッ超特急/Jなど画商を名指しする 10 

「ハーイJなど画商に応答する 10 

「ママ、アレ、思者ダヨ」など説明する 8 

「へγナノ」などと批判する 6 

以上のように、 3才児の視聴には、戸を出したり大き

な動作のともなう反応が多くみられる。 3才児の未分化

な精神櫛造の現われとしてみれば、この反応はむしろ少

なすぎると思う。これは記録が母親の印象によるための

もので、 GSRやテープレコーダーを使用した記録であ

れば、よりー胞の反応が把握できょう。

(的視聴内容の影響

視聴内容の影響は長期にわたって観察しなければ判明

しないものもあり、さまざまの因子と重複してテレビの
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影響ととりだしていえないものもありで、子どもがテレ

ビ内容からどのような影留をうけたかをとりあげること

は困難である。ここでは、視聴し終ってから、その日の

うちにあらわれたテレピ内容の模倣行動をとりあげて、

影響の一部をさぐってみたい。

模倣行動を、1)テレビの登場人物になって発展させる

あそび、 2)部分的なことばや動作の模倣、 3)視聴番組の

テーマソシグをうたう、 4)内容を理解してまねする(お

もちゃをつくったり、日7常生活のしつけに結びつけてい

る〉の4つに分類してみた。この模倣の他に、内容の一

部をあとで家族に説明したりする行動もみられる。とく

に昼間留守している父への報告、それも、ユユースの印

象的なできごとの報告が多い。もちろん、 3才児の報告

は「地震がアッタヨJ I事故デ死γFンFョ」など部分

的で、そのことばで.:::.".，~スの全貌を知ることはできな

い。また、テレピ内容に関連して視聴後質問をしたり、

子ども図鑑をだして眺めたりする行動もみられる。これ

らの行動を、 '67-6月調査の3日闘の資料から分類して

みるとっき.のようになっている。

1) テレピ登場人物のこやっこあそび 17% 

〈ウルトラ、マグマ、パーマン etc，)

2) 動作やことばの模倣 12% 

〈水泳のとびこみなど〉

3) テーマソ γグ、 CM>，'"グをうたう 12% 

4) a 内容を模倣してものをつくる 4% 

b 日常生活・しつけの函に反映 4% 

ITVデゴハンヲ沢山タベマショウ

ッテイツタノ」といって残さずにた

べるなど

5) 家族にテレピ内容を説明する 10% 

(ニュースで知った事故を父が帰宅した

ときに報告するなど〉

6) 内容に関連した知識をひろめる 6% 
(質問したり、子ども図鑑でしらべる〕

以上は、当日視聴したテレビ内容に関連して、その日

子どもにあらわれた雷動である。当日だけの、しかも母

親の前での反応に限ってみても、これだけの反応があら

われており、 3才児のテνピ視聴の積極的態度とともに

その影響の大きさを知らされる。

2. 質問紙による調査結果

ω テレピ所有状況

1) 所有台数 まず、テレビ受信機の有無、および

所有台数についてしらベた。台数は破扱して買い換えた

ものを 2台とせず、現在使用している台教をしらべる。

第7表テレピ所有率
Table 7. Possession of TV set 

しI1台 I2台 I3台| 計

3才 . 24(7F5Z ) 8〈2%5〉 320JZ 

4才 l〈l3〉E 95(78) 22(18) g 121(1∞〉
5才 . 121(田〉 25(17) 5 (3) 151(1∞〉

6才 . 73(76) 23(24) . 96(1∞〉

計 1(0.3) 313(78) 78(19.7) 8 (2) 4∞(1∞〉

第7表はテレビ所有率を年令別にみたものである。これ

でみると明らかなように、年令にかかわりなく、テレピ

1台のもの約80;宮、 2台以上のもの20%となっている。

テレピを所有しないものは、 400人中 1名 (0.3%)で

ある。 2台自の普及は、 1台より番組選択が自由になっ

ていくことであり、これまでのテレピと家族の関係がテ

レピと個々人の関係になっていくことである。一家庭に

2台、 3台とふえれば、人びとのテレビ視聴の態度は変

イじしていくことになろう。

2) テレビ購入時期 子どもが何才からテレピに接

しているかをみるため、各年令JJIH~\ テレピ購入のとき

の子どもの年令をしらべてみる。 3才児は97%、4才児

は90%、 5~6 才児は75%のものが、すでにテνピのあ

る家庭に誕生している(第8表〉。したがって現在では、

テレビの影響、テレピとの接触なしに、子どもの成長発

達をとらえることはできないといえる。

(2) テレピ視聴方法の発逮

質問項目Eの24小項目〈付録3)は、子どものテレピ

への接触のしかた、視聴中の反応のしかた、好きな番組

のえらぴ方やスイッチのいれ方などについての質問であ

る。この回答を男女別、年令別(半年ごと〉に集計し

た。結果をみると、各項目とも男女の義はみられない。

νたがって、男女の総計による年令差を検討する。

1) 初歩的視聴 aテレピへの接触、 b画像への反

応、にわけて、テレピへの接近過組をみると、 a、bと

もに、第9表にみるよう、 3才児ですでに下降線上にあ

ることが明らかである。これらの初歩的テレピ接近につ

いては、 2才以下の年令段階で殆どの子が水準に逮して

いるといえる。 Cは、テレピ内容の記憶をとおして、内

容の理解をみたものである。部分的な記憶であり初歩的

な理解であるが、 a、bよりは意味をもったうけとり方

といえる。ことばや歌の模倣は 3~6才を過して80%近

くになっている。また商標をみて、 「三菱JIナショナ

Jレ」などという子が60%前後である。 CMと番組と結び
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星 幼児のテレピ視聴に関する研究

第8表テレビ購入期

Table 8. Time when TV set was purchased 

肴型空|誕生前| 0才台 3才台 | 5才台 | 6才台

(%) く%) (%) (%) (%) 
3 96.9 . 3.1 . . 

1 (%) 
4 89.3 4.1 2.5 0.8 2.5 0.8 

台 く:%)
5 89.4 2.6 4.0 1.3 2.0 0.7 . 

自 (%) 
6 80.2 7.3 2.1 6.3 2.1 1.0 . . 

3 12.5 . 3.1 3.1 6.3 
2 

4 2.5 1.6 4.1 2.5 6.6 4.1 
l 台

5 3.3 . 3.3 6.0 4.0 3.3 

6 1.0 . 1.0 1.0 5.2 5.2 7.3 4.2 

第9表初歩的視聴
Table 9. Rudimentary watching Attitudes of children 

テレビがつくとその方をみる

テレピの音にあわせて身体を動かす
a 

特定のテーマ音楽、 CM音楽に反応

テレピのチキ γネノレをいたづら

テレビ画像をまねして身体を動かす

b テレビ画像に興味をもっ

テレピ図像をみながら笑う

あとで、コトパや歌をまねる

c テレピをはなれて商標を名指す

コマーシヤノレと番組が結びつく

ついて知っているものは 3才児で50%もみられ、 5-6

才では70%に迷している〈第9表〉。

2) 視聴方法の発達 a 好む番組をみるためのチ

キ γネル操作をみると、つぎのようになる。

3才 4才 5才 6才

な母親番組が子をみどせもの好やるきそう (%) て 56.3 43.4 35.1 21.9 

今ある日のテをレにピ番き組くに何がか母 87.5 53.3 49.7 18.8 

N 

3 才 4 才 5 才 6 才

63 191 164 103 

56.3 35 
% 

45.0 % 盟，2% 45.1 

46.9 25.4 23.8 17.7 

59.4 62.3 55.0 46.9 

21.9 18.0 19.9 12.5 

40.6 25.4 27.8 24.0 

53.1 39.3 37.1 31. 3 

71. 9 73.0 75.5 68.8 

84.4 78.7 81. 5 78. 1 

62.5 55目7 60.3 65.6 

46.9 62.3 68.2 67.7 

その都雲チャ Yネノレをま 12.5 幻 9 田 .5 18.8 
わして好むものをさがす

見終るとスイッチを切り、 40.6 48.4 48.3 49.0 
-レピを消す

母親がみせてやるのは3才児では56%だが、年令とと

もに減じて 6才では20%になる。母に「今日ノマンガハ

ナー品。」などときいて、その日に自分の好む番組があ

るかどうかを知るのは、 3才児の大部分を占めている。

これも年令がすすむにつれて少なくなっている。その都
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度チャ Yネルをまわして好きな番組をさぐりだすのは意

外に少なく、 4-5才児の30%前後が多い方である。見

終ってテレビを消すことは3才児40%、 4-6才児50%

と、年令的な差がみられない。したがって、半数近い幼児

は、視聴番組終了後、スイッチを切る習慣がついていな

いといえる。

b さらに、子ども自身が操作するばあい、その方法

をみると、つぎのようになっている。自分で操作するに

は、まず、好む番組放映の限日と時間を知っていなけれ

ばならない。雌日と時間を比べると、限日を知る方が先

きであるが、正確には時聞を先きにおぼえるといえる。

3才 4才 5才 6才

好きな番組のある陥 34.4 
日を知っている 34.4 68.9 64.6 

好きな番組が何時か 18.8 
らかを~~っている 41.0 65.6 82.3 

好きな番組の回目日と
12.5 34.4 57.0 80.2 時間を知っている

ということは、脇田は日蹴は 3-4才児でもわかり、日

限だけでも好きな番組のある眼目を知っていることにな

るからである。日限と比べ、平日の脇田と番組の結びつ

きはかなりおくれる。時間の方は3才から 6才に上昇し

ていくのが明らかで、 6才では80%以上が好む番組の時

聞を知っている。 6才児は陥日よりも時闘を知っている

好きな番組のチャ γネ 34.4 
Jレをま司っている 49.2 74，2 66.7 

時計をみてチャンネノレ 。 9.0 13.9 24.0 
まわしてさがす

眼目と時聞をおぼえて
6.3 18.0 35.1 45. S. いていれる

随日・時間・チャ γ不
3.1 18.0 47.0 71.9 Jレを知って操作

新聞をみてみたいもの 。 4.9 7.9 17.7 をえらぷ

(3) 時間観念の発達

1) 時計の読み方 3才児はまだ時計をよむことは

できない。部分的に12時をおひる、 3時をおやつと結び

つけて読む程度である。 4才児は短針をよむ子が3曹lを

こえ、 5才52%、6才で65%となっている。分針はさら

にずっと困難で、時計を何時何分とよめるのは6才で15

%である。

3才 4才 5才 6才

短針がよめる 9.4% 33.6% 51.7% 64.6~五

長か針3よ3分めなど大ま
に る

。 8.2 13.2 43.8 

何時何分とよめる 。 1.6 7.9 14.6 

何方分が前でときいるうよみ 。 2.5 5.3 8.3 

ものが多くなる。この時間と眼目の比は、 6才でおとな の陥日の観念 日随日は 3才児でも60%がわか

と悶じ傾向になるといえよう。陥日・時間ともに知って る。 5才児では土・日蹴は大部分のものが知っている。

いるのは、 3才12%から順次すすんで6才で80%になっ 6才になると紐日を正しくいえるのが75%、今日は何腿

ている。 5才児は半数以上、 6才児は大部分のものが、 日とわかるのが50%となっている。

好きな番組の放映時を知っている。

C つぎに直接のチャ γネル操作法についてみる。下

記にみるように、 3才児は母親にチャ γネノレをきいて数

字をあわせるものが50%でもっとも多い。 4才児になる

と、この他に、大体の時間を見計らってダイアノレをカチ

ャカチャまわしてさぐる、好きな番組のチャソネルを知

日脇田がわかる

土曜・日闘がわかる

昭日を順序正しくいえる

今日何日世田かがわかる

3才 4才 5才 6才

59.4 64.8 82.4 1α).0 

25.0 40.2 69.4 99，4 

6.3 20.5 45.7 74.0 

3.1 8.2 21.2 49.。
っている、がそれぞれ半数になっている。 5才児は70% 以上、時間観念についてはテレピ視聴の発達と関係が

以上が好きな番組のチャンネルを知っており、脇田・時 あるので、補足的に質問項目に含めたものである。た

間・チャ γネルを知って操作するものが半数近くになっ だ、母親の回答であるため、結果の割引きを考えなけれ

てくる。これが6才児になると、臨日・時間・チャンネ ばならないと思っていたが、結果は、突際に子どもにテ

ノレを知っていて操作するものが72%になり、新聞の番組 ストしてみた割合とほぼ一致している。

案内欄を利用するものも18%みられる。 (4) テレビ視聴への親の配慮

1) 内容についての配慮 視聴番組の内容につい

3才 4才 5才 6才

大体の時聞を見計らい
Fイヤルでさぐる 、12.5 40.2 37.7 29;2 

母にチャンネルをきき
自分で数字を合す 、46.9 43.4 39.7 11. 5 

て、親が気を配っているかどうかをみると、

N 

(%) 

配慮している配慮していない 無記入

349 

(67;0) 

73 

(14.0) 

99 

(19.0) 
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第10表みせたい番組、みせたくない番組
Tab!e 10. Programs desirable and undesirable for Chi1dren 

み せ た し、 番 組

幼児・教育番組 25.7 

子どもにふさわしいもの 21. 5 

マンガ 7.5 

子どものためになるもの 7.2 

音楽番組 3.5 

自然界をえがくもの 3.2 

子ども同志の話題になるもの 2.7 

その他 3.7 

となり、大部分の親は子どもの視聴内容について心づか

いをしている。つぎに、どのような配慮をしているか、

親の見せたい番組、見せたくない番組について分類して

みた。年令差はみられないので、全体についてこれを示

したのが第10表である。表中の数字は配慮しているもの

349名についての比率である。

みせたい番組の方が、みせないようにしている番組よ

り多い。放任やみせない番組が多いより、みせたい番組

が多いのは、親のテレヒ'への積極的かまえとして望まし

いといえよう。

2) 時間についての規制 視聴J時間について何らか

の配慮、規制をしているかどうかをみると、

規制している規制していない 無答

N 

(%) 

439 

〈担 2)

16 

(3.1) 

66 

(12.7) 

で、 84%のものが子どものテレピ視聴J時間について配慮

をしている。具体的にどのように配慮しているかをみる

とつぎのようになっている。

見る時間をきめている

連続長時間みせない

食事中みせない

夜おそくまでみせない

朝はみせない

その他

22.8% 

17.6 

9.6 

4.6 

1.4 

1.9 

「見る時闘をきめるJのなかには、時刻をきめている

もの、視聴1置をきめているものの両方が含まれる。自由

記述のため、判然としないものが多く、 「時間をきめて

いる」という答え方が多数なので、時刻、視聴量別にで

きなかった。具体的な答えからは、時刻について223名、

みせ fこ 〈 な い番組

刺激のつよいもの 16.7 

低俗、つまらないもの 12.9 

ことばづかいが惑いもの 12.9 

おとな番組 8.6 

マンガ 1.7 

歌綴曲 1.4 

視聴盆について 109名の回答をえた。時間f置の規制につ

いてみるとつぎのようになる。

時間量規制〈単位一日)

30分まで 6.4% 

1時間。 32.1 

2時間 e 44.1 

3時間， 15.6 N=109 

4W守問。 0.9 M=79.0分

5時間 e 0.9 S D=4. 74 

時間設規制の親は全体の約5分の lの109名で、 1日

1-2時間の制限が多く、平均 1時間19分になる。幼児

の視聴平均(冬2時間24分、変2時間05分〉と比較して

大変ひらきがある。これは制限をうけている子とうけな

い子の視聴抵のちがいの大きさをものがたる。

制限時刻についてみると、 6時半までは 100%の子が

第5図視聴制限時刻
Fig 5. Time limited for the Children to 

watch TV 
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視聴を許されている。 7時半が90%、 8時が80%で、 S

時半には12%の子を数えるだけである。大部分の幼児は

唱時以後は視聴を許されていないといえる。第5図は、

幼児が何時まで視聴を許されているかを図示したもので

ある。

(5) テレピの影響

テレピの影響を問うと、思影著書ばかりあげられるの

で、①困ること、②良いことにわけて質問した。その結

果はつぎのように、困ることの方が幾分多いが良い点も

60%のものがとりあげている。

良 し、 点 困 る 点

ある 312 田.8% 358 68.5% 

ない 56 10.8 52 10.0 

無答| 153 29.4 111 21.5 

言十 521 1日).0 521 i∞o 
1)良い影響 自由記述の回容をつぎの7項目のカ

サゴリーに分類した。百分率は、回答のなかったもの

も、良い影響なしとしたものも含めた全員に対する割合

である。また、 2項以上にわたっているものはその都度

ー分類した。したがって、合計は100%とならない。

a 知識を獲得する(社会的視野を広げる、

自然界を知る、ことばをおぼえるなど) 29.5% 

lb 判断力、理解力がのびる〈視聴覚的特性

によって子どもの理解を助ける、普惑の判

断がついていくなど) 23.5% 

℃ 生活習慣に好影響を与える〈放映時間に

あわせて生活が規則正しくなる、模倣して

よい行いをするなど) 7.7% 

d 人格形成上望ましい(おちっし自主性

が育つなど) 1.3% 

e 情操をゆたかにする〈音感がよくなる、

色彩感覚を育てるなど) 5.8% 

T 対人関係面の影響〈家族同志の話しあい、

理解しあいが可能である、友だちとのつき

あいがスムーズになるなど〉

耳その他

4.6% 

0.6% 

以上をみると、 a、 bの知識・理解といった知的な函

での効用が多くあげられているのに、人格や情操商の良

い影響はきわめて少ないといえる。

2) 惑い影響 子どもを育てるうえでテレピについ

て困っていることを、さきの良い影響とおなじ方法で分

類した。

a 健康上容があるく限に慈し¥姿勢がわる

くなるなど) 14.8% 

b 生活習慣を乱す(食事時間に視聴fる、

外あそびなど減る、寝る時l聞がのびるなど)27.9% 

c 恐いことを模倣する(悪いしぐさ、こと

ばのまね、 CMの商品をほしがるなど) 35.0% 

d 人格形成上悪影響をもっ(考えない子、

子どもらしくない子、おちつかない子にな

るなど) 4.6% 

e 情操教育上望ましくない〈残酷・暴力・

怪奇など刺激がつよい、粗悪・低俗なもの

が多いなど) 15.0% 

f 対人関係上の困る点〈家族と対話する時

闘が少なくなる、チャ Yネル争奪がおこる、

友だちとつきあうための視聴など) 8.3% 

以上、困る点は6項のカテゴり{に分類され、その他

のき買に含まれるものはなかった。これでみると、徳康K

ついての問題は15~百であるが、 4 名を除いた73名が限が

態くなるといっている。 '62の文部省調査では、健康上

の容を案ずるものはわづか 3........4%にすぎない。これは

'62当時は視力への影響が予想されたにすぎなかったが、

その後現実に子どもたちの限に惑影響を与えていること

を知らされたからであろう。 r生活習慣を乱すJも前調

査12-13%に比べて非常に多く 30%である。生活習慣に

悪影響を与えるもののうち 75%(106名〉は、夕食時間

と幼児番組の重複による問題である。模倣行動は、直接

自にふれるだけに多くとりあげられている。流行謡、悪

いことば、大人のことぼとことばのまねを気にするもの

90名、マYガの主人公の行動、動作のまねなど50名、テ

レピ人気もののマークのついた商品、 CM宣伝の商品を

ほしがるもの44名となっている。

これらの具織的影響と反対に、 dのように性格への影

留を不安がっているものもみられる。eでは、刺激の強い

恐綿番組の影欝33名、低俗番組の影響45名である。幼児

だけに性的場面の影響は7名と少なくなっている。 fの

対人関係では、チ +γネノレ争いは21名であるが、これは

兄弟だけでなく、おとながニュースをみようとしても、

他局にマシガがあればみせないなど、親と子どもの対立

も半数ある。家族の対話がなくなる (19名〉は、さきの

良い影響として家放の対話がふえる (18名〉とほぼ同数

である。これは、おとなの指導性によっては、テレピ視

聴で対話を多くする機会をつくることができるというこ

とになろう。

3) 質問紙では、補足的にVIその他「お子さんのテレ

ピ視聴で気づいたことをかいて〈ださいJ一一『という閑

がある。勿論自由記述で、子どもの好む番組や視聴態度
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などさまさまざまのことにふれられている。もっとも多 理解できるものは限られており、子ども向け番組が放映

いのは、番組編成や内容改善の意見と隈の衛生について されていなければテレビをみない。おとな向け番組を喜子

である。限の保護のためには、距離を保って視聴するこ まない年代である。したがって、幼児向けのプログラム

と、途中視聴を休むことの三つに注意しているようであ いかんで幼児のテレピ視聴はどうにでも変えうるとさえ

る。幼児番組への意見は積極的色全局いっせいに夕方 いえる。このように、送り手側にら働きかけることも闘

のマγヵー時間台に、マYガの休み時間を設ければよい、 題解決の一策であろう。また、家庭内の子どもの正しい

7時までで子ども向け番組を打切ればよい、子ども番組 視聴態度の確立も現在の母親に探せられた新しいしつけ

内のCMにも教育的配慮がほしいなどである。幼児は、 の課題であると思う。

lV要約と結論

就関前の幼児 (3才児〉を主たる対象として、年少幼

児のテレピ視聴の実態とテレピの生活への影締を考察し

た。方法は、1)観察記録によるものとの質問紙によるも

のである。

(1) 観察記録の結果

1) 3才児の一日の平均視聴盆は平日 2時間6分、日

限 1時間28分である。従来の調査は 5-6才児が対象で

あるが、これらは本研究と逆に、平日より目隠が多くな

っている ('62文部省調査〉。就園前の幼児は平日家庭に

いる時聞が多〈、平日の方がテレピ接触時間が長いとい

える。また、日随は放映番組に幼児番組が少ないという

ことも理由のひとつであろう。

2) 男女では、女子の方が視聴設が多く、 3-5才

の年令別では、年令が低いほど視聴量が多い。しかし、

いずれも有意差はみられなかった。なお、性別、年令別

も、文部省の調査とは逆の傾向になっている。

の ここ 3年間にわたる平均視聴盆の年度差をみたが

変動なしテレビ普及の安定期に逮したといえる。夏期

と冬期の平均視聴畳は、冬の方が約20分長くなってい

る。子どもの外あそびや活動量が変の方が多いためと思

われる。

4) テレピ視聴監と子どもの知能の相関をみたが、相

関はなかった。 3才児では、テレピ視聴f置と知能の高低

は関係ないといえる。平日と日曜の視聴盈の相関は.7と

たかし平日の視聴f置が多いものは日曜も多いといえ

る。逐年的相関をみると、半年間蹴+.5九 1年間隔+.2、

2年間隔一.1である。 S才児のテレピ視聴盈から 2年先

きの予測はできない。しかし半年後の視聴量との相関は

高いといえる。

5) 視聴時刻は、平日と日曜ではかなり異り、日曜は

夕方自時から7時半に集中し、平日は午前8時、 10時台

に50%近くが視聴している。これは放映側の幼児番組編

成とまったく一致している。つまり、幼児番組が目隠の

午前中にはないということである。

6) 視聴内容を知るため、視聴番組をみると、幼児番

組、マYガ、児謹劇に集中しており、 3-5才の年令室長

は大差がない。おなじ番組をみてもその受け内容に年令

のちがいがあると思われる。男女の好みの差は3才児て、

もみられる。兄・姉のいるものといないものの比較をす

ると、番組内容の差があり、兄・姉の影響をうけている白

ことが明らかである。

7) 視聴状況をみると、平日は自分で番組選択をおと

なっている子が多い。同時に視聴する相手は曜日、時刻l

によってちがう。日限は父・母とみるのが圧倒的に多く

なる。平日は友だちと視聴するものがみられる。

3才児は来分化のため、感動を外にあらわすので、臨場

反応をとりやすい。この反応から番組への熱中度をみるi

L 自分か兄・姉の選択した番組が商い。父・母の選択!

した番組は熱中度が低く、視聴番組上位のものでも部分

的にしか反応していなし、。視聴率が高いことと受け内容

の充実とはー致していないことが明ちかである。視聴率

のみを番組制作の指針とするのは危険であるといえる。

8) 視聴内容の影響では、その日のテレピに結びつい

た言動を母が目撃したものに限ってしらベた。その結果

65%の関連行動がみられた。 3才児のテレビ視聴の積底

的態度と、その影響の大きさを考えさせられる。

(2) 質問紙法結果

1) テレピ所有台数は、 1台が約80%、2台以上のも，

の20%である。 2台自の普及は、 1)番組選択の自由ft"
2)家族とテレビから個人とテレピの関係への移行とい司

た変化をもたらすことになっていくであろう。

3才児97%、4才児903官、 5-6才児75%がすでに器産

生前にテレピのある家庭に育ってきている。テレピの膨.

響ぬきに現在の子どもの精神構造は考えられない段階民

きているといえる。

2) テレピへの初歩的接触は2才以下の段階で完成し

ている。ことばや歌の模倣は年令を問わず'80%前後みら

れる。商擦をみて商社名をいったりするもの60%、CMt
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と番組の結びつきは3才児でも50%のものが知ってい

る。これらの商の影響も大きい。

3) 好きな番組をみるのに、 3才児は母親に今日は何

があるかをきいて知る。半ば以上は、好みそうなものを

母がえらんでみせている。 5才児になると、好きな番組

の限日や時間を知っているものが多くなる。 6才児は80

%の子が縮日と時聞を知っている。チャ γネノレと番組を

結びつけておぼえるのは5才こ'ろである。 6才児になれ

ιば、適当な時間に、自分のみたいものを知っていてチャ

ンネルを合わせられる。見終ったあとテレビを消すのは

3才から 6才まで年令の差なく約半数を占める。残る半

数はつぎつぎとダラダラ視聴の習慣をもっているといえ

る。

4) 時計のよみ能力をしらべたが、短針は4才児30

%、 6才児で65%あり、分針はずっとむずかしし何時

何分とよめるのは 6才児で15%である。限日は土・日は

別として、 6才児で脇田を順序正しくいえるもの75%、

今日が何陥日かわかるもの50%となっている。テレピと

の結びつきにより、時間の観念はより強くなってきてい

るといえる。

5) 親が子どものテレピ視聴について配慮しているこ

とを、内容と時間にわけてたずねた。その結果、時間に

ついて84%、内容について67%が子どものテレビ視聴に

何らかの規制lをおこなっているといえる。内容について

は見せたい番組の方が見せたくない番組より多く、テレ

ピへの期待がうかがえる。時間盈は平均 1時間20分、時

刻lはB時までの規制が多い。時刻は実際の観綴結果と一

致しているが、平均時間は40分のズレがあり、実際視聴

量の方が多い。これは規制をうけない子の視聴量が多い

こともあるが、母親が望ましいと思っている視聴量を子

どもに徹底させられないでいるとも考えられる。

6) テレビの影響 良い点と因る点について質問し

た結果、良い点がある60%、闘る点がある70~百の回答を

えた。自由記述を分類してみると、良い点では、知的な

側発に役立つごとが多くあげられている。その由lに人格

や情操商への良い影響はきわめて少なし図る函が多く

あらわれてい志。この点、幼児向け番組の内容を検討し

ていく必要があろう。

困る点は、惑いことの模倣が多くあげられているが

く35~め、親の目からみた悪いことが果してどれほどのも

のか、親の危棋の方が大きすぎると思われる。限の衛生

のために思いとするものも15%あり、時間を区切って視

隠させる、距離をおいてみせるなどの配慮をしている。

母親が困っている問題は、テレピ視聴と食事時間の1Ji:復

である。現在、子ども番組のまったくない時間に夕食を

と思えば4時台か、 8時すぎにせざるをえない。テレビ

各局が、子ども向け番組を長時間集中編成していること

にも究任がある。この他、家屋のせまさ、家族のながら

視聴の習慣などの諸条件も、子どもに食事中テレビを視

聴させないしつけができない理由になっていると思われ

る。

(3) むすび

本研究は、とくに観察のばあい、東京、給料生活者家

族、ひとつの団地内、 3才児と条件が一定の限られた対

象についてのものである。従がって、こうした条件のも

とでの結果と考えなければならない。しかし、一面では

各個人の成長過程、家庭環境を知った上で資料を検討で

き、より事実に近いものをうることができたと思ろ。

3才児は4-5才児以上にテレピに接触しており、生

活とテレピの結びつきが強い。テレピの影響も大きく、

良いことや因ること、周囲の危倶などロカ哨、わらず吸収

しているといえよう。一日の視聴盆や視聴持の反応な

ど、テレピ視聴の突般を知るとともに、子どもとテレピの

内的な結びつきの問題もいくつか明らかになった。テレ

ピが知能の開発に役立つにひきかえ、パースナリティや

情操扇ではむしろマイナスの働らきが強いことなどは、

子ども番組製作上の示唆をあたえる。また、子どものい

る多くの家庭に問題をおこさせる食事時間との関連での

番組編成仏テレピ局のもう一歩の工夫と開発がのぞま

れる。

質問紙回答と観察結果とのズレは、家庭では母親の理

想通りのテレピのしつけができていないことを示ιてい

る。

テレビの送り手も、家庭での受け手も、いずれにし

ろ、子どものテレピ視聴のしつけは、現代のおとなたち

が新しく確立していかなければならない問題である。

註1 幼児の生活に及ぼすテレピジ a-':，/の影締報告鶴

(昭和36・37年度)文部省
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付 1

星 : 幼児のテ νピ視聴に関する研究

「子供とテレビ」の調査について

テレピの普及によって、テレピは、すっかり子供述の生活に入り込んでいるようです。

子供述はいったいどんな番組を見ているのでしょうか、次の記入例及び注意をよくお

読みになって別紙の検査用紙に御記入下さい。

0記入例

をの番組の

内容

点バ，
d
ま
ん
が

その日影響を受けた言葉、動作

その他気づいたこと

5時 6時

亙弱空空

んカ主マ

"-

λ 

話

兄夫

丸兄

。

。

87U2Jす78う1l 

(飛行機ごっこをする、飛行機の諮をする、飛行機に乗りたいという。〉

(エユースの飛行機事故をとてもよく見ている。¥

見たいのがあったのにチャンネノレ権をとられて怒る。/

0注意 L 表の時間以外にテレビをみた時は、これに準じて追加して下さい。

2. ちらちら見ている程度の場合は見ていないものとする。

3. 見ていないようでも消すと怒る場合は見ていることとして記入する。
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暴 : 幼児のテレピ視聴に関する研究

付 3

No. 

子どもの名前

日

日

目

令

5

月
『
ヲ

聴

年

J

Z

入
年

者

記

生

年

ピレテの
dωυ 

戸、子

年
年
才

関
川
白
川
同
月

日
日

工 テレピ購入の時期〈該当をOでかこみ、記入してくださしリ
l 現在テレピがある 台 ない
2. テレピを購入した時期(こわれて買い変えたばあいは2台目としないでください〉

1台目 この子どもの生れる前 2台目 この子どもの生れる前
子どもの 才月ごろ 子どもの 才月ごろ

耳 現在お子さんはどのようにしてテレピをみますか。該当のところにO印してください。
I テレピがつくとその方をみる
2 テレピの音にあわせて手足や身体を動かす
3. 特定の番組やコマーシャルの音楽がはじまるとテレピに近づく
4. テレビのスイッチやチャシ不ルをいたづらする
5 テレピ画像をみながらその動きをまねする
6. テレピ画像のうごきに興味をもって声を立てたり指さしたりする
7 テレビ画像をみながらおもしろがって笑う
8 テレピをみていないとき、テレビでおぼえたコトバやウタをロにする
弘 テレビをみてないと、商標をみて会社の名をいう(，J.，アッ、ミツピジ」など〉
10. あるコマ}シャタレがどのテ Vピ番組と結びついているかを知っている

1 母親が子どもの好きそうな番組をみせてやる
2. 今日の;rレピ番組は何かを母にきく(，今日Jマンヵ~、何?Jなど》
3 その都度はじめにチャンネルをまわしてみて自分の好きなものをえらぷ
4. 好きな番組〉折、何随日かを知っていて、 「今日ハ何限日 ?jときいたりする
5. 好きな番組が何時かちかを知っている
6. 好きな番組の限固と時聞を知っている。
7. 大体時間がわかり、その頃チャン不ノレをまわしてみて自分の好きなものをみつけだす
8. 好きな番組のチャ γネルを母にきいて自分で数字をあわせる
9 好きな番組のチャンネルを知っている
10 時計をみてチャ γネルをまわして好きなものをみつける
11 好む番組の蹴日と時間をおぼえていてチャ γネルをあわせる
12 好む番組の限日と時間、チャンネルをおぼえていて自分でいれる
13. 新聞をみて見たい番組をえらびだす
1通 見終るとスイッチをきり、テレピを消す

E ①時計 ②随日
j.!:ll針がJ:め~ L自脇田に「今日円日限日Jという
2長針を30分、 15分など大まかによめる 2.土限、日限がわかる
3.時計をみて何時何分とよむことができる 3.随日を服序正しくいえる
4.時計をみて、 T可分前であるとい号よみ方ができる 4.今日が何眼目かをいつもまちがえずにいえる

JV 子どもにテレビをみせるのにどんなことに注意していますか。
① 内容について

②時間について

V ① テレピについて困っていることはどんなことですか

② 子どもをしつけるうえに、テレピのよい点はどんなことですか

VI その他、お子さんのテレピ視聴について、お気づきのことをかいてください。
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日本総合愛育研究所紀要 第4集

Study on Television Watching by Young Chi1dren 

Michiko Hoshi 

Purpose 

To know how the children-mainly of three y抽出 old-watchtelev出 onand how television 

affects their dai1y lives 

Method 

Mothers were asked to write down in the prepared paper _ the attitudes of their c hil d ren 

observed when they watched television. Three days-Saturday. Sunday and Monday-were 

designatedas the days for observation. The subjects were 253 child陪 nbeloriging to the Nursery 

Group for the three-ye泡r-olds.

Findings 

1) Watching hour-The average length of watching television 'a day by the .three.yea'r~olds 

were: 2 hours and 6 minutes ，on week days and 1 hour and 28 minutes on Sunday; -No difference 

was seen hetween boys and girls as to the length of watching hour， however， the lenght of 

watching hour differed in summer and winter the children watched television longer in wintex: than 

in summer. There was no correlation between inteIligence and the lerigth of watching hour. 

There was _a difference in. the ~a:tching time between week' days and Sunday， which， showed， that 

the children's waching time corr.晶pondedto the time ar四時edfor the young ch!ldren's programs 

by Television Sta，tions. 

2) Most children watched such prog白血sas ~.ducational prog悶 m for young chiId目 n，animated 

cartoons， and children's dramas. ' Even at the age of three years， boys and girls s~owed different 

preference for the programs 

3) Almost all three-year-old child悶 1took the 1曲 din choosing the program on week days; :but 

Qn Sunday they fol1owed the choice of their parents. The children eagerly watched television ¥vhen 

they took the initiative，or their brothers or sisters took the lead in selecting the channels. 

の Observingthe behavio四 ofthe children on the days when they watched television， 65~百 of

them were in some way or other imitating the words， speech， songs and actions of the pet:forme悶.

This fact， :revealed -the_ positive attitudes of the three-year-old children toward television.watching 

and the significance of the television inf1uence upon the chi1dren. 
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